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確率変容ペルソナ分析のご案内
―
数字で
「有望対象」
が分かる、実務向けペルソナ分析
―



次のうち、あてはまる項目はありますでしょうか?

目標達成の手がかりを、最短で探索できたらいいと思う

ペルソナ分析って、どうしても“それっぽい物語”
になり

がちだと思う

数字だけで有望対象のプロフィールが分かると

したら、実務で使える

回答者の有望度を偏差値で示し、ランキングで

きるとしたら、実務で使える

※本企画は、上記の悩みを

if
Y(目標達成)という、

大胆な前提転換から整理し直します

AIのようなブラックボックスではなく、

一つひとつの判断根拠を数字で確認できる分析のご案内です

根拠

分析の

ご案内



本企画の全体像

if
Y
(目標達成への前提転換)から始める分析の狙い

:
超効率的な手がかり探索

差分検定による意味ある変化の抽出

ペルソナリスト、ペルソナ適合度、ペルソナ偏差値

顕在有望層/ポテンシャル有望層/非有望層、

回答者の有望度3層構造



アンケート分析でよくある課題

課題:原因探しから始まり、論点が拡散しやすい

どの対象に注目すべきか、よく分からない

分析結果が次の打ち手につながりにくい

次のようなお悩みはありませんか？

その結果、施策立案で最も大切な

“注目すべき対象は誰か”
を見逃し

てしまうことがあります。



確率変容ペルソナリストの作成

1
 2 3

達成世界で有意に

増減した特徴のリスト

GT%を基準とした

厳密な特徴定義

物語ではなく

達成世界における

「構成条件リスト」

として活用



ペルソナ適合度の算出

回答者がどれだけ達成世界に近いかを数値化

Wx
=
Zx
×
Δpx
による重み付け








(注)
Zx=結果再現の信頼性(確かさ)を表す統計量Z値









Δpx
=P(X|Y)-
P(X)、確率変容度(単位はpt)









Wxは、「効き目(差分)×確かさ(Z)」
をひとつにした重みです。








達成世界へ前提転換した場合、“どれだけ大きく、どれだけ確かに”








変わったかを反映する重みです。

プラス特徴は加点、マイナス特徴は減点



ペルソナ偏差値

・予測ではなく、「構造的な近さ」
の指標

・回答者の達成世界における適合度を

　偏差値化し、比較尺度として利用

・母集団内での相対的位置づけを可視化



回答者の有望度3層構造

•
顕在有望層:既に目標を達成している層

•
ポテンシャル有望層:未達だが適合度が高い層

•
非有望層:適合度が低い層



この分析で得られる価値

・成果につながる特徴を最短で把握

・顕在/ポテンシャル有望層の識別

・施策優先順位の明確化



主なアウトプット

1
 2 3

ハイブリッド

クロス表

確率変容

ペルソナリスト

ペルソナ適合度

偏差値一覧



アウトプットイメージ①:ハイブリッドクロス表

•
ハイブリッドクロス表：2種類の特徴(ボリューム、確率変容の確かさ)がひとめで分かるクロス表



アウトプットイメージ②:確率変容ペルソナリスト



アウトプットイメージ③:ペルソナ適合度・偏差値一覧



【お問い合わせについて】

担当：舘野

最後までご覧頂き、ありがとうございました。

当サービスに関するご質問やお見積り作成等は下記までお願いし

ます。お客様がお手持ちのアンケートデータから、有力な手がかり

を抽出できそうか否かの、無料相談を承ります。

〒
331-0812

埼玉県さいたま市北区宮原町2-92-1-508

株式会社データム


電話:
090-9647-2040
電子メール:info@dtum.co.jp


